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長年の使用で劣化が著しい緞帳 
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第６号

い
出
な
ど
事
務
局
に
お
寄
せ
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

    

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の 

実
施
に
つ
い
て  

⦿ 

第
一
回
実
行
委
員
会
を
開
催 

 

三 

募
金
に
つ
い
て 

（
一
）
一
般
寄
付 

一
口
五
千
円 

（
二
）
篤
志
寄
付 

一
口
一
万
円 

※
一
口
以
上
を
目
標
と
し
ま

す
が
、
金
額
に
こ
だ
わ
ら

ず
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

※
一
万
円
以
上
を
御
寄
付
い

た
だ
い
た
方
に
は
記
念
番

組
を
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

後
日
贈
呈
し
ま
す
。 

（
三
）
募
金
方
法 

 
 

 

郵
便
振
替
に
よ
り
令
和
三

年
二
月
末
日
ま
で
の
納
入
に

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

口
座
記
号
・
番
号 

○
○
五
三
○ 

- 

六 -
 

八
六
二
九
四 

名
義 

長
野
県
蓼
科
高
等
学
校
同
窓
会 

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の

第
一
回
実
行
委
員
会
が
、
八
月
二

十
七
日
に
立
科
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
二
年
が
創
立
百
二
十

周
年
に
あ
た
る
た
め
、
平
成
三
十

年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
準

備
に
万
全
を
期
す
た
め
、
一
年
延

期
し
、
令
和
三
年
に
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
前
同
窓
会
長
の
両
角

立
科
町
長
が
実
行
委
員
長
に
選
出

さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
役
員
案
、
事

業
計
画
案
等
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 事

業
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り 

で
す
。 

記 

一 

予
算
規
模 

 

八
五
○
万
円 

二 

事
業
内
容
（
主
な
も
の
） 

（
一
）
第
一
体
育
館
緞
帳
更
新 

 

創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
三

十
年
が
経
過
し
、
劣
化
が
著
し
い

状
態
の
た
め
更
新
を
行
う
も
の
で

す
。 

（
二
）
第
一
体
育
館
電
子
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
購
入 

 
 
 
 

現
在
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
取

得
か
ら
五
十
年
経
過
し
て
老
朽
化

し
、
演
奏
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面
等
か
ら

電
子
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
更
新
す

る
も
の
で
す
。 

（
三
）
記
念
番
組
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作 

 

本
校
創
立
以
来
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
現
在
の
学
校
の

紹
介
や
今
後
の
展
開
な
ど
を
ま
と

め
た
二
十
分
程
度
の
番
組
を
制
作

し
、
学
校
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
も
の

で
す
。 

（
四
）
記
念
式
典 

 

ポ
プ
ラ
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
、

令
和
三
年
八
月
頃
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

蓼
科
高
校
の
生
徒
昇
降
口
に

は
、
年
代
物
の
姿
見
（
鏡
）
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
頃
か
ら
学
校

に
、
ま
た
生
徒
昇
降
口
に
設
置
さ

れ
て
い
る
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
長
年
に
渡
り
生
徒
の

様
々
な
姿
を
映
し
出
し
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
先
日
学
校
を
訪
れ

た
同
窓
生
の
方
は
、「
五
十
年
ほ
ど

前
に
、
こ
の
鏡
の
前
で
野
球
部
の

素
振
り
の
練
習
を
や
っ
た
も
ん
だ

よ
。
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
鏡
が
置
か
れ
た
時
期
の
情

報
、
あ
る
い
は
鏡
に
ま
つ
わ
る
思

懐 

か 

し 

の 

風 

景 

① 

 

１　総 括

収　入　総　額 1,581,129

支　出　総　額 767,984

差　引　残　額 813,145

２　収 入

項     　目
繰　越　金 838,695
入　会　金 644,000
協  賛  金 98,431
利　　　 息 3
合       計 1,581,129

３　支 出

項　     目
総 会 費 等 26,508
支会補助費 100,000
役員交際費 36,480

同窓連負担金 30,000
旅         費 20,930

通信・印刷費 71,530
慶   弔   費 31,000
卒業記念品 35,780
補   助   金 200,000
報　 償 　費 10,000
事　 業　 費 205,756
予   備   費 0
合   　     計 767,984

　　（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

決算額

決算額

 同窓会一般会計収支決算書 


